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The Sublation of ‘Political Man’ and ‘Sexual Man’ in Kenzaburō Ōe’s Early and 
Mid-term Novels 
Vadim BUSHMAKIN  
 
Abstract 
This study dwells on ‘political man‘ and ‘sexual man‘ as defined by Kenzaburō Ōe, 
studying the relationships between these two types of characters.  
Ōe himself provides an explanation of the terms ‘political man‘ and ‘sexual man‘, 
definitions significant for the understanding of his novels. Many critical and research 
works on Ōe’s novels are in fact based on these definitions, using them in the forms 
provided by Ōe.  
This study points out discrepancies between Ōe’s theoretical definitions and the 
corresponding characters appearing in his novels, and aims to explain these differences. 
This is achieved through following studies. Firstly, study of origins of this topic in early 
novels by Ōe and the development of the topic in mid-term novels showing how the two 
types of characters formed. Secondly, comparison of original texts and censored Russian 
translations, showing the impossibility of separation of these two types. Thirdly, 
comparison with other contemporary writers centering on Yukio Mishima, showing the 
same tendencies in relations of characters. Lastly, the study of Ōe’s representative texts 
arguing that the definitions given by Ōe do not fully apply to the actual characters in 
the novels and seeks new definitions, arising directly from the novels, of the two 
character types. The argument does negate Ōe’s definitions, but specifies and develops 
them further.  
As a result, this study argues that ‘political man‘ and ‘sexual man‘ in Ōe’s novels are 
in the state of ‘sublation‘, defying the specifics of the relations and providing a 
developed definition for the two types.  
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大江健三郎の初期、中期小説における 
〈政治的人間〉と〈性的人間〉の止揚 
ブシマキン・バジム 
要旨 
本論文では大江健三郎が描く諸問題のなかから〈政治的人間〉と〈性的人間〉という問
題を選び、この問題の新たな解釈を試みている。このテーマは〈村＝国家＝宇宙〉という
テーマに入る前の中期小説に見られるが、本論文第三章ではその萌芽が初期小説にすでに
見られると論じている。言ってみればこのテーマは初期作品と中期作品とを繋ぐものであ
る。 
〈政治的人間〉と〈性的人間〉とは、序論と第一章第一節で示したように、小説の登場
人物の対立するタイプを指す大江健三郎の用語であり、狭義の「政治」そのものと「性」
そのものを意味するものではない。この解釈は本論文の主張の一つである。 
〈政治的人間〉と〈性的人間〉の関係を明らかにするために、本論文はいくつかの側面
からこれらを考察している。先行研究の分析、問題の成り立ちと構成、〈政治的人間〉と
〈性的人間〉の分離（不）可能性の問題、同時代の他の作家における〈政治的人間〉と〈性
的人間〉のあり方、そして〈政治的人間〉と〈性的人間〉の止揚というテーマを各章で論
じている。 
先行研究の分析は第一章第二節で行い、問題設定のしかたによってそれらをいくつかの
グループに分類している。その際、この問題に関する大江自身による定義を取り入れてい
るかどうかということが、分類の第一の規準となっている。第一のタイプの研究はおおよ
そ大江の定義を受け入れ、それをもとにして〈政治的人間〉と〈性的人間〉のあり方を論
ずる。第二のタイプの研究は、大江における〈政治〉と〈性〉を狭義のものとして理解す
る研究である。第三のタイプは、大江の定義を取り入れずに、〈政治的〉なものと〈性的〉
なもので作家が意味することを自ら探る研究や評論である。また、第四のタイプの先行研
究として、〈政治〉と〈性〉の対立を〈外側〉と〈内側〉の対立に喩える研究がある。 
多くの研究者や評論家が、大江の〈政治的〉なものと〈性的〉なものというテーマにお
いて、大江自身の意図と異なることを論じている。この現象の理由としては、次のような
点が挙げられる。まずは、大江の小説のみを研究や評論の対象にしていることがその原因
であると考えられる。本論文はこれを踏まえて、小説とエッセイのテキストを同じレベル
の資料とみなして研究を進めることにした。第二に、大江の〈政治的〉なものと〈性的〉
なものの図案化の複雑さもその理由であると考えられる。本論文と主張の近い先行研究は、
結局大江の定義を重んじるものであると結論づけられる。 
本論に入ってまず最初に、〈政治的人間〉と〈性的人間〉というテーマの萌芽を初期小
説に見出し、その分析を通して〈政治的人間〉と〈性的人間〉の成り立ちを追っている。
〈政治的人間〉と〈性的人間〉の先駆的形象は様々な形で初期小説に見られるが、本論文
の研究対象としては、このペアが明確に認められるアメリカ人と日本人の対立する小説群
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を選んでいる。この一群の短編小説で、主人公はまず自分の〈外〉の世界とのコミュニケ
ーションの経験において、今まで知らなかった状況に置かれ、今まで会ったことのない人
間である外国人に遭遇する。この接触によって主人公は外国人に対する何らかのイメージ
を得るが、これは、主人公による周りの日本人の捉え方をも変え、主人公は自分と周りの
人との違いを敏感に実感する。 
大江の初期短編の世界には、大江の戦後状況に対する現実認識と歴史認識の一断面が象
徴的に現れている。第二章では、この小説の歴史的背景とその意義に関して論じている。
大江は複数にわたる作品の設定を通して、「日本人」―「白人」―「黒人兵」の関係性を
提示し、その中に横たわる優越する存在と劣等な存在の区分けを問題にしている。そして
また、日本人の中のアメリカ人に対する態度の変更の投影を探る大江は、屈辱的な状況に
置かれた日本人がたとえアメリカ人を嫌ったとしても、アメリカ人は日本の生活の一部と
して扱われる以外はなく、両者は一緒に生活をしなければならない、というメッセージを
間接的に発している。これは、初期の大江の一連の作品を貫くものであると考えられる。 
初期のそれぞれの短編におけるアメリカ人の描き方、登場人物としてのアメリカ人の意
義、そしてそれに関わる日本人主人公とアメリカ人の関係について論じる際、本論文は六
篇の小説を一連のものと捉えるスタンスを取っている。大江はこれら一連の作品で、日本
人とアメリカ人の関係の多種多様なパターンを試み、日本人とアメリカ人の間の平和は如
何なる状況を求めるか、という問いへの答えを追求している。このような試みの過程で、
大江はアメリカ人はよいか悪いか、という単純な問題設定から、日本人とアメリカ人の関
係はもっと複雑であり、日本人の間にも様々な問題がある、という問題設定に移ったと考
えられる。さらに次の段階の大江においては、〈民族〉や〈人種〉や〈国民〉という概念か
ら徐々に離れていく傾向が見られる。初期小説の〈アメリカ人＝強者〉と〈日本人＝弱者〉
の関係は、〈強者〉と〈弱者〉という対立への観点移動を見せ、そのまま中期の〈政治的人
間〉と〈性的人間〉の関係に移る。この過程は本論文の第三章に論じている。 
次に第四章では、初期小説の翻訳を素材にして、原文では見えにくいテキストの特徴を
捉える試みを行っている。中期小説に関しても同様に、原文とその翻訳という二つの資料
を分析している。具体的には、大江の初期小説「飼育」と「不意の唖」における登場人物
を〈政治的人間〉と〈性的人間〉の先駆と見なし、これらの登場人物の関係がソ連時代の
ロシア語への翻訳テキストにおいてどのような形で現れているかを分析している。ここか
ら明確になったのは、検閲的性格の翻訳がなされた小説のテキストから〈性的〉な要素が
消されたことである。さらに、その結果として、テキストの解釈においては〈政治的〉な
要素も連動してその意義を失ってしまう、ということである。人間関係を主題とする大江
の小説は、その関係のパターンとして〈政治的人間〉と〈性的人間〉の関係を描いている
が、検閲された結果として〈性的〉なものを損なった翻訳テキストは〈政治的人間〉と〈性
的人間〉の両者を見失い、小説は社会的な問題や世代的な対立を主題とする作品になった。
新たに生まれた変形された小説は、ソ連のイデオロギーには都合のよいものであった。こ
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のような解釈をもとに、原文テキストに対して逆説的なアプローチをしてみると、この小
説における〈政治的人間〉と〈性的人間〉のモチーフは弱いものの、その芽生えは明確に
そこにあり、この要素同士がどのように互いに必要不可欠なものとなっているかが窺える。
〈政治的人間〉と〈性的人間〉の対から片方を抜きとると他方も損なわれ、この変形によ
って小説の意味全体が変わってくる。これは翻って見れば〈政治的人間〉と〈性的人間〉
の分離不可能性の証左である。 
第五章では、第四章の論をさらに発展させ、大江のソ連時代ロシア語訳と評論を例に、
ソ連における外国文学の翻訳過程、検閲過程、そして出版過程が取った形を分析している。
結果として検閲による障壁が大きかったことに依って外国文学の出版は難しく、出版され
た翻訳は検閲により大きく影響を受けたことが明らかになった。検閲は部分的な削除のみ
ならず、加筆や原文の意図変更までも行った。このような、積極的に小説の内容に影響を
もたらしたものは、アクティブな検閲と呼ばれるものである。また、翻訳小説だけではな
く、小説を短く紹介する評論文までもが原文の内容をある程度変更して伝達したことも明
らかになった。このような評論文の干渉は、ソ連における外国文学の受け入れと検閲の連
続的関係を物語っている。小説の翻訳とそれに関する評論が如何なるプロセスを経て出来
上がり、そのプロセスが原文の内容を如何に変えたかという点を示したことで、ソ連で流
通した外国小説の特徴の一端が明らかになった。 
翻訳の形で生まれ変わった小説、その生まれ変わったテキストを解釈する評論が原作か
らどれほど離れており、それにより原作の解釈が如何に変わるかについて論じる際には、
〈政治的〉なものと〈性的〉なものというモチーフの変化を主な論点としている。検閲さ
れた翻訳テキストではこのモチーフはかなりの変容を被っているが、しかしそこでも〈政
治的〉なものと〈性的〉なものはなおも小説におけるその位置を失っていない。これもま
た、本論文が主張する〈政治的〉なものと〈性的〉なものの相互必要性という考えを逆側
から裏付ける証左となっていると言えるだろう。 
上記の点を理解する上で、筆者は次に大江の〈政治的人間〉・〈性的人間〉のテーマをも
う一面から分析するため、同時期に三島由紀夫が執筆した小説との比較を第六章で行って
いる。結果としては、表現上や作家の態度上の類似点・異同点が明確になった。類似点は
主人公の性格や設定されている状況に窺え、異同点は作家が主人公に対して表す態度に見
られる。 
上記の特長から見えてくる大江と三島のこのテーマへの関わりをさらに論証するために、
「憂国」のロシア語訳を分析している。この研究は第六章第四節をなしている。仮説とし
て設定した考えは完全には証拠づけられないが、否定もされない。この小説は「飼育」ほ
ど著しい検閲削除を受けなかったことが判明しているが、ただし少ないものの、削除はあ
った。その過程によって出来上がった翻訳小説における登場人物の関係性は原作に見られ
る関係性とは異なるものになったという点を確かめている。性的な描写と感情的な描写の
削除と書き換えによって、小説の全体的な内容は主人公の内面を表さなくなり、登場人物
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の関係を描くというよりは軍事主義的な自殺のみを描く小説になったと言える。 
第七章では、本論文の主題である〈政治的人間〉と〈性的人間〉の〈止揚〉について、
「性的人間」と「セヴンティーン」を対象に考察した。この分析は、ここまでの分析に基
づいて行い、〈政治的人間〉と〈性的人間〉の大江自身の解釈を検討しながら論じている。
その結果、〈政治的人間〉と〈性的人間〉の関係は大江がエッセイで提示する定義より複雑
な関係にあることが明確になる。ここでは、テキストの解釈上に生じた新たな要素を大江
のオリジナルな定義に加えることにより、小説における主人公の行動がすべて解釈できる
ようになると論じている。さらに、応用的に見てきた主人公の関係に、理論的な説明が付
けられる〈止揚〉という概念を導入し、大江の定義を乗り越える新たな定義を示している。
そして〈政治的人間〉と〈性的人間〉は確かに〈止揚〉関係にあるという本論文の課題の
結論に至る。 
 
 
５ 論文審査の結果の要旨 
 
 本論文は、大江健三郎の初期〜中期（本論文筆者であるブシマキン氏はそれを１９８０年前
後までとする）の小説において描かれている〈政治的人間〉〈性的人間〉のモチーフについて
検討し、中期の終わりにその〈止揚〉が見られることを論証するものである。 
 本論の構成は全七章であり、序論部と結論部が付く。 
 第一章においては、内外の先行研究を傍証として〈政治的人間〉〈性的人間〉というテーマ
設定の妥当性を主張し、第二章においては〈政治的人間〉という主題に関する歴史的背景を説
明する。第三章では、第一〜二章で示した見解に基づいて、初期小説（「飼育」（1958 年）を
はじめとする短篇小説群）における〈政治的人間〉の主題の萌芽と成長とを明らかにする。 
 第四章では第三章でも取り上げた初期作品のうち「飼育」「不意の啞」（1958 年）のロシア
語訳を俎上に載せ、旧ソ連時代の恣意的な翻訳によって〈性的人間〉の主題が削除されている
ことを明らかにすると同時に、そのことによって対立項である〈政治的人間〉の主題も同時に
消えてしまうという読解を示した。第五章では同様に中期小説である「セブンティーン」（1961
年）についての旧ソ連時代の評論を題材に、同様の現象が見られることを論じる。第六章では、
この〈政治的人間〉〈性的人間〉の主題がひとり大江に留まらず、同時代的現象でもあったこ
とを示すために三島由紀夫に着目し、その代表的短篇である「憂国」（1961年）の読解と、や
はり旧ソ連時代のロシア語訳のもつ問題性について取り組む。第七章では、上記のような〈政
治的人間〉〈性的人間〉の主題は中期の終焉と同時に「止揚」しているとして、その過程を「性
的人間」（1963年）「セブンティーン」の読解によって論じている。 
 結論部ではここまでの流れをまとめ直し、さらに後年の「万延元年のフットボール」（1967
年）の研究史において「アクティブとパッシブの対立」などととらえられてきた問題も〈政治
的人間〉と〈性的人間〉の問題の発展型のひとつであるとするなど、後期に向けての展望をも
示す。 
 このような構成を持つ本論文に対して、審査の過程においては、以下のような問題点が指摘
された。まず、先行研究の整理に際して、同時代評論が大江自身の言説を用いていないことを
「視野に入れていない」としている点について、評論家や研究者がこれを用いることにためら
いがあったのではないかという点。これについては、大江自身が同時代論壇のスターでもあっ
たことから、もうすこし慎重な吟味が必要であるという意見もあった。また、「前期/中期/後
期」という区分が、現役作家である大江に対してどこまで有効であるかという疑問も出された。
これに附随して、〈政治的人間〉〈性的人間〉の二項対立を「止揚」という言葉で論じることの
是非が討議された。これに対しては、作家論上の問題として考えた際、「止揚」という用語を
用いて論じることも十分に可能であるという意見もあった。 
 このように、さらに検討すべき点はいくつか指摘されたが、それは本論文のテーマおよび論
証のプロセスを否定するものではなく、全体として博士論文の水準に十分達している。また、
第四〜五章にみられる旧ソ連時代のロシア語翻訳の問題は興味深い成果であり、今後の研究の
進展によって、さらに大きな成果が期待できる。これらの点から、審査委員全員一致で「合格」
と判定するものである。 
